
 

  

 

 

『磨く』とは、『ピンチに負けず、本気で取り組むこと』 

統括校長 金子 敏治 

 

 

 

 

 

ゴールデンウイーク明けから本格的に始まった体育祭練習。２週間という限られた期間で、

生徒実行委員は「どのような体育祭にしたいか」を真剣に考え、その思いを今年のスローガン

「疾風迅雷 ～絆で掴め 勝利へのバトン～」に込め、全校生徒をまとめてきました。 

本校の体育祭は、練習の計画段階から生徒が中心となって進めます。教員はできる限り指示

を控え、生徒が主体となって行動することを大切にします。これは本校が誇るべき特色の１つ

です。開会式の挨拶では、今年の福生一中の漢字「磨く」にちなみ、二つのことを意識してほ

しいと話しました。一つ目は、「困難な場面でも諦めず、本気で取り組むこと」。二つ目は、「自

分のためだけでなく、誰か他の人のために力を発揮すること」です。本番当日は、選抜リレー

での大会新記録更新や、大繩では複数クラスでこれまでの最高回数の結果を出すなど、生徒た

ちは競技や係活動に全力で取り組みました。その中でも特に印象的だったのが３年生の学年

種目「ムカデ競争」でした。今年は交流級を含め 40人を超える学級もあり、文字通りの“巨

大ムカデ”となりました。お互いに掛け声を合わせ、気持ちを一つにして進む姿は圧巻でした。

転ぶことなく着実にゴールしたクラス。何度倒れてもゴールを目指し励まし合って進んだク

ラス。結果は異なりますが、どのクラスも最後まで諦めずに完走することができました。その

頑張りが参観いただいた方々にも伝わり、競技後や閉会式後に会場から自然と拍手が湧き起

こりました。今年の体育祭も、生徒たちが仲間と協力し、最後まで本気で取り組むことができ

た有意義な行事となりました。この体育祭での学びを今後のより良い学校づくりに活かして

いってくれることを期待しています。 

保護者の皆様、近隣地域の皆様には、体育祭の準備から当日まで多大なるご理解とご支援を

いただきましたことに心より感謝申し上げます。また、ＰＴＡ、ＣＳ委員、おやじの会の皆様

には、受付や駐輪場運営など様々な場面でご協力いただきましたことに厚く御礼申し上げま

す。大変にありがとうございました。 

※どなたにも読みやすいＵＤフォントを使用しています。 
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体育祭で見事に全校生徒の模範となった３年生 
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